
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)39, 239-240(1986)

岩手県 にお けるキ ャンベル ア ー リーの低・ 多収要 因解明,実態調査
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1  は  じ め  に

岩手県のブドウ栽培は,キ ャンベル ァーリーを主体に
栽培されており,近年の異常気象や栽培管理不良 ,老樹齢

化等が影響し,牛産の不安定化を招いているが,その実態

は明らかでなかった。

そこで現地栽培園の中から低・多収園を抽出し,栽培管

理上の相違点等,その実態を調査した結果,低収の要因が

明らかとなったので,その概要について報告する。

2調 査 方 法

調査は同一地域内で,土壌タイプ,樹齢をほぼ同じくす

る栽培農家から低 多収園計 8園地を選び,栽培管理に関
係する芽かき,摘心 ,誘引.摘房及び病害虫防除などの要

因について 3か年間継続調査した。

3 結果及び考察

現地調査における低収 ,多収グループの差異は,固房の

占める割合,及び房重の大小が大きく影響しており,低収
の主な要因は次のようであった。

(1)芽かき及び櫛心作業の遅れ,又は無摘心の園地であっ
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図 1 低収グループ (点線 )と 多収グル ープ
(実線 )の比較

図 2 発芽から芽かきまでの日数と房重
(昭和57～ 58)

た。芽かき作業の遅速は,その後の新梢伸長と房重に影響

し,芽かきの遅れた園地ほど新梢の生育が遅れ,小さい房

重であった (図 2)。

櫛心では,開花7日 前ころで収量が多く,品質の優る傾

向力潔 められた。一方,適期を逸した摘心又は無摘心では

花振いが多く,小房やばら房となり品質が著しく低下し,
これらの小房は 7月 下旬までに仕上げでほとんどが摘房さ

れることになり低収要因の一つとなっていた(図 3)。

(2)無袋栽培や薬剤散布の不徹底による晩腐病の多発が低

収すなわち固房率の低下につながっていた (表 1)。

特に蜘腐病の多発年であった昭和58年の事例について見

ると,開花から第 1回目の防除までの長期間にわたり無防

除で,しかも無袋栽培の園地で多発し,収量と固房率の低

下が著しく商品性皆無の園地もみられた。

0)副梢除去の不十分による過繁茂などの傾向が認めら
れた。

以上のように幾つかの要因が収量に大きく影響している

ことが明らかとなったが,こ れを単相関でみると固房率 ,

収量,房重の相互に高い正の相関力潔 められる(表 2, 3,
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開 花 前 日 数
回 3 静心時期とその後の着房率 (昭和59)

豪 1 昭和58年の晩腐病防除の実態

裏 4 房重との単相関

図4 各要因の単相関

4)。 一方,房重を中心とした他の要因との相関では (図

4),房重に対し新梢数,着房数が負の傾向であった。こ
のことは新梢過多による過繁茂と着房の過多は小房となる

ことを示している。また適期摘心と早期芽かきは正の傾向

となり,こ れは初期生育を良好とする芽かきや適正な摘心

による花振い防止が固房で商品性の高い房の牛崖に結びつ

くことを示していた。

4 ま

キャンベル・アーリーの実態調査から良品,高生産 ,

安定栽培を図るためには,(1)芽かき,摘心などの適期作業
の励行,●過繁茂をさけるための新梢管理,(8晩腐病を防

止するための袋かけ及び適期防除などが不可欠な作業であ

ることが明らかとなった。

なお,本調査では栽培管理面からみた低・多収要因の抽

出を試みたが,更に土壌・肥培管理なども要因の一つと考

えられ,今後の解析が必要である。

。は開花後の日数

表 2 収量との単相関

衰 3 固房収量との単相関
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